
裁判所めぐり「釧路地方・家庭裁判所」 

道東地方と裁判所 

 北海道は，手つかずの大自然が数多く残されています。なかでも釧路地方・家庭裁判所の

管轄区域である道東地方は，北海道中央部を南北に連なる北見山地，石狩山地，日高山脈

の東側に位置し，オホーツク海と太平洋に囲まれ，知床半島，釧路湿原，阿寒湖，摩周湖な

ど多数の観光名所で知られています。道東地方の面積はおよそ２万 8,000 平方キロメートル

にもおよび，日本の国土の約７パーセントを占めています。 

 

 

 

 

  

この広大な大地には，様々な生き物が生息しています。氷河期の生き残りとされる「ナキウサ

ギ」が日高山脈や大雪山に，冬には『流氷の天使』と呼ばれる巻き貝の一種の「クリオネ」が

流氷でびっしり埋めつくされたオホーツク海に，また優雅な姿で舞う「タンチョウ」が釧路湿原

にと，訪れる人々の目を楽しませてくれます。 

 

タンチョウ 

 

クオリネ ナキウサギ 



 また，道東地方は，地震の多い地域としても知られています。今年９月 26 日には，『平成 15

年（2003 年）十勝沖地震』があり，道東地方・日高地方をはじめ北海道各地に大きな被害をも

たらしました。道東地方の強い地震は，古文書などにも記録があるほか，昭和 27 年と昭和 43

年の十勝沖地震，昭和48年の根室沖地震，平成５年の釧路沖地震，平成６年の北海道東方

沖地震と頻発しています。釧路地方・家庭裁判所本庁旧庁舎も平成５年と平成６年の２度の

地震により大きな被害を受け，これを契機として平成13年４月に庁舎を建て替えました。新庁

舎建築にあたっては，地震の被害を最小限に食い止めるために，裁判所としては全国で初め

て，建物基礎部分に「免震」基礎工法が採用されました。 

 

釧路地方・家庭裁判所本庁庁舎 

 この「免震」基礎は，十数枚の薄い円盤状の鋼板がすき間をあけて鉛の芯に通してあり，そ

のすき間にゴムを封入した円柱が，建物最下部と地盤の基礎との間に挟まれるように全部で

44 基設置されています。地震の際は，鉛の芯が地震の加速度を吸収して，揺れの力を建物

本体に伝わりにくくするようになっています。今年の『十勝沖地震』の際は，新庁舎に幸い被

害はありませんでした。 



 

免震基礎 

道東地方の事件動向 

 道東地方は，第一次産業に従事する人の割合が高く，農畜産物の輸入自由化や漁業規制

などの影響を大きく受けます。また，中小企業が多く，長引く不況の影響が，事業者のみなら

ず市民生活にも影を落としています。裁判所においても，破産事件の申立てが急激に増加し

ており，釧路地方裁判所全体で，平成 10 年から平成 14 年までの５年間で 1.74 倍に，とりわ

け釧路・根室地方では，2.38 倍にも達しています。また，債権者と借金の返済方法などについ

て話し合う特定調停事件の申立ては，平成 12 年から平成 14 年までの３年間で 1.5 倍に増加

しています。 

 このように，道東地方は厳しい経済状況下にありますが，景気が回復し，再びかつての活

況を呈することを願いつつ，日々の事件処理を行っています。  

 

夕暮れの釧路湿原 



広報活動 

 釧路地方・家庭裁判所では，裁判所をもっと知ってもらい，より身近に感じてもらえるように，

様々な試みをしています。 

 平成 14 年７月には，裁判官の「出前講座」と題して，地元の中学校の授業で講義をしました。

生徒からは「裁判官と質疑応答ができ，司法に対する関心が強くなった。」との感想が寄せら

れました。 

 また，「暮らしのなかの法律知識『市民講座』」と題して，平成 14 年 11 月には実演を交えて

「少年審判や家事調停の仕組みについて」を，本年７月には「特定調停と破産の手続につい

て」をテーマにそれぞれ講座を開きました。いずれの講座も受付開始からわずか数日で定員

に達し，多くの市民の皆さんに参加していただくなど，司法へのニーズの高まりをますます感

じました。これからも，地域に根ざした裁判所を目指していきたいと思います。  

霧にけむる幣舞橋（ぬさまいばし） 

釧路市における年間の霧日数は，平均

107 日です。多い年には 140 日にも及ぶこ

とがあります。 

特に，南からの湿った暖かい風が吹き込

む５月から８月にかけては，霧の発生する

日が多く，１日中霧笛が鳴ることも少なく

ありません。  

 

職員のレクリエーション 

 釧路地方の冬は雪が少ないため，スキーよりもスケートが盛んで，釧路市内の随所にスケ

ートリンクがあります。小さいころからスケートに親しみやすい環境のせいか，オリンピックで

活躍するような一流の選手を数多く輩出しています。スケートは，まさに『氷都・釧路』ならで

はのスポーツといえるでしょう。 

 こうした中で，裁判所職員のレクリエーションの一つに，平成３年に創部した「アイスホッケー

部」があります。アイスホッケーは，とてもハードなスポーツで，『氷上の格闘技』との異名を持

つほどです。同部は，全国の裁判所で唯一のアイスホッケーチームとして釧路市内のリーグ



に加盟しており，シーズンには熱い戦いが繰り広げられ，市民の皆さんとの交流も活発に行

われています。 

 

 

 

アイスホッケー部一同 

道東地方 


